き やう だ い 

姉妹 三人の 星の 女が、 毎晚、 美しい 下界 を 見る たび 

に、 あすこへ 下りて 見たい と 言 ひ/ \ してゐ ました。 

三人 は 或晚、 森の まん 中に、 すゐ れんの 一ば いさい 

てゐ る、 きれいな 泉が あるの を 見つけました。 三人と 

も その 水の 中へ つかって 見たい と 思 ひました が、 そこ 

まで 下りて いく 手 だてが ありません。 三人 は 夜 ど ほし 

その 泉 を 見つめて、 ためいき をつ いて ゐ ました。 

みおろ 

その あくる 晚も、 三人 はまた その 泉ば かり 見下して 

ゐ ました。 泉 は、 ゆうべよりも、 なほ 一 そううつ くし 



の 王 さまに たのみました。 蜘蛛の 王 さま は、 

「さあく、 下りて いらっしゃい。 私の 糸 は 空気の 

やうに かるい けれど、 つよい こと は 鋼と 同じです ご 

と 言 ひました。 

三人 は その 糸に つかまって、 一人 づ、、 する/ \ と 

泉の そば へ 下りて 来ました。 

泉の 面に は、 月の 光が 一面に さして、 すゐ れんの 花 

に ほひ 

のな つかしい 香が みなぎって ゐ ます。 三人 はきら び 

やかな 星の 着物 をぬ いで、 そっと 水の 中へ はいり まし 

た。 

すがく しい、 冷たい 水でした。 三人 は しづかに す 



ゐ れんの 花 を かきわけて いきました。 三人の はだに は、 

水の しづくが 真珠の やうに きらく 光りました。 

ある かリ うど 

と、 その 泉の ぢ きそばに、 或 若い 獵 人が 寝て ゐ まし 

た。 三人 は それと は 気がつかないで にこく よろこん 

で 水 を 浴びて ゐ ました。 うと/ \ 寝て ゐた獵 人 は、 三 

人の 天の 女が、 泉の すゐ れんの 花 を ゆるがせて、 水の 

中 を 歩いて ゐる 夢を見て、 ふと 目 を さましました。 ひ 

さ を 

ぢを たて、 泉の 面 を 見ます と、 まつ 青に さして ゐる月 

の 光の 中で、 三人の 美しい 女が、 たのし さう に 水 を 浴 

びて ゐ ます。 

獵人 はこつ そりと、 泉の 岸 をった はって、 三人の 着 



ろ へ いきました。 そして、 

「どうか 私の 金と 銀の 着物 を かへ して 下さい。 その 

か はりに は、 あなたのお のぞみに なること は 何でもし 

てあげます ご と、 泣き/ \ たのみました。 獵人 は、 

I 私 は 何にも ほしく はない。 あなたが 私のお 嫁に な 

つて くれ、 ば 何にも いらない ご と 言 ひました。 

星の 女 は、 着物 をと り 上げられて は、 もう 下界 を は 

なれる 魔力 も なくなつ たので、 しかたなしに 獵 人のお 

嫁に なりました。 

獵人 は、 星の 女 を だいじに かはいが りました。 星の 

女の 姿 は、 すゐ れんの 花の やうに 美しく、 その 声 は、 



どんな 小鳥の 声よりも、 もっと やさしく ひ、 V きました。 

獵人は 毎日 獵に 出て、 食べ もの を 取って来ました。 

そして 星の 女に、 その 日の いろくの 楽しい お 話 をし 

ました。 

うち 

しかし 星の 女 は、 そうい ふ 中で も、 大空のお 家 を 忘 

れる ことが 出来ませんでした。 女 は、 月ので る晚に は、 

一 人です ゐ れんの 泉の そばに 出て、 大空 を 見て は 泣き 

ました。 せめて 二人の 姉の 星が、 もう 一 ど 下りて 来て 

くれ、 ばい、 のにと 思って、 待ち こがれて ゐ ましたが、 

二人 はだ まって 青い 目 を まばたい てゐ るき りで、 毎晚 

蜘蛛の 王 さまが 糸 を 下しても、 ちっとも 下りて 来よう 



と はしませんでした。 

二 

そのうちに、 星の 女に は、 つぎ/^ に 男の子が 三人 

も 生れました。 星の 女 は その子た ちが 大きくな るの を、 

た、 V 一 つの 楽しみにして 暮 しました。 

そのつ ぎに は、 かはいら しい 女の子が 生れました。 

星の 女に は、 その 女の子が かはいく つてく たまり ま 

せんでした。 



森の はづれ まで 来ます と、 

う ち かぎ 

「もうこ、 からお かへ り。 これ は 家のお 部屋 中の 鍵 だ 

から、 お まへ にあ づけて おく ご と 言って、 鍵の たば を 

わたしました。 そして、 

「よく 言って おくが、 どんな ことがあっても、 二階の 

小さい お 部屋へ はいって はいけ ない よ。 そのお 部屋の 

鍵穴に この 金の 鍵が はまる の だが、 あすこ だけ は、 け 

つして 開けて はいけ ない よごと、 いくど も 言って 聞か 

せました。 男の子 は 分った/^ と、 うな づきました。 

獵人 は、 

「では、 なんにも こ はい こと はない から、 おとなしく 



待って おかで ご と 言って、 わかれました。 

■ つち 

男の子 はまた 森 をと ほって、 お 家へ かへ つて 見ます 

と、 お 母 さまが 戸口に 立って、 しく/^ 泣いて ゐ ます- 

男の子 は、 「どうして 泣いて ゐ るの？ 私が かへ つた 

から、 どろ 坊が 来ても こはく はないで せう？」 と 言 ひ 

ました。 するとお 母 さま は、 

「どろぼう なんか はち つと もこ はく はない ご と 言 ひ 

ました。 

「それで は 何が 悲しい の？」 

「だって 父 さま は、 もうこ ゝへ かへ つて は 入らつ しゃ 

らな いんだ もの ご 



「う、 ん、 さ うぢ やない。 父 さま はぢ きかへ ると 仰 

つた ご 

わたし うち 

「それから 私 も、 もうお 家へ か へらなければ ならな 

いのよ。 かへ つたら、 もう 二度と 出て は 来られな いご 

お 母 さま はかう 言って、 また さめ^^と 泣きました 

男の子 は、 

「そんなら 私たち 三人 や、 小さな 赤ちゃん を みんな 

おいてい くの？」 と 聞きました。 星の 女 は、 さう 言 は 

れ ると びっくりして、 

わたし 

「いや/ \、 私 はもう どんな ことがあっても かへ り 

はしない。 安心して おいで。 あの 赤ん坊 やお まへ たち 



をお いて、 どうして かへ つてい かれよう ご 

かう 言 ひ/^ 涙 を ふきました。 男の子 は それで 安心 

して、 みんなと 一 しょに あそびました。 

すると その 晚、 男の子 は、 外の 月の あかりの 中で、 

だれか、 V うつくしい 小鳥の やうな 声で、 しきりと 何 か 

言って ゐ るので 目が さめました。 

聞いて ゐ ると、 その 鳥の やうな 声 は、 

「蜘蛛の はしごが 下りて ゐる、 早く かへ つて お出でな 

さいご とい ふこと を、 かなしい ふしで うたって ゐ ます 

そばで 赤ん坊に 添へ 乳 をして ゐ たお 母 さま は、 

「ねんねん よく。 この 子 は 私の 紅 宝石 だもの を、 こ 



た、 いて、 

「ねんく よ、 ねんく よ。 か へれく と 言った つて 

玉の 飾りの 着物がない ご と、 悲し さう に 謡 ひました。 

赤ん坊 はまた す や/ \と 眠りました。 

それから しばらく、 何の 声 もしませんで したが、 や 

がて また 外の 月の あかりの 中から、 

「鍵 をお さがしなさい。 お前の 着物の かくして ある、 

小さな お 部屋の 金の 鍵 を ご と 小さな 美しい 声で 謡 ひ 

ました。 

男の子 は、 その 謡 を 聞いて ゐる うちに、 一 人で に、 

うと/ \ と 眠って しま ひました。 さう すると その子の 



夢の 中へ、 二人の 美しい 女の人が 出て 来て、 

「い、 子 だから、 二階の あのお 部屋の 戸 を あけて 下さ 

い。 さう すれば お まへの お 母 さま はもう 泣き はしない 

から ご と 言 ひました。 男の子 は 朝、 目が さめる と、 お 

母 さまに 向 つ て、 

「私 は 昨夜、 だれか > お 母 さまに 早くお かへ りく 

と 言 つてい くど も 謡 つ たの を 聞 いた。 」 と 言 ひました。 

お 母 さま は、 

「お まへ は 夢で も 見た のでせ うご と 言 ひました。 そ 

して、 あとで 一 人で さめ，^ と 泣きました。 

男の子 は、 たしかに 目 を あいて ゐて 聞いた のです か 



た。 そのと きお 母 さま は、 下の 二人の 男の子と 赤ん坊 

とに 水 あび を させに、 泉へ いって ゐ ました。 

かぎ 

男の子 は、 いそいで 二階へ 上って、 小さな 金の 鍵で、 

そこの 部屋の 戸 を あけました。 さう すると その 部屋の 

中には、 金と 銀の 糸で おった、 色々 の 宝石の 飾りの つ 

いた、 きれいな 着物が かけて ありました。 

おろして 見ます と、 その 着物の 胸のと ころに は、 大 

きな 紅 宝石が ついて ゐ ました。 飾りの 宝石 も その 

紅 宝石 も、 ちょうど 夜の 空の 星の やうに、 きら/ \ と 

まぶしく 光ります。 男の子 はび つくりして、 その 着物 

をお 母 さまに 見せようと 思 つ て 持って 下りました。 



しばらく するとお 母 さま は、 二人の 男の子と、 赤ん 

坊とを つれて かへ つて 来ました。 男の子 は、 

「母 さま/ \、 こんなき れいな 着物が 二階に ありまし 

た。 着て ごらんな さいご と 言 ひました。 お 母 さま は、 

それ を 見る と、 うれし さう に ほ、 ゑんで、 すぐにから 

だに つけました。 子どもたち は、 お 母 さまが その 着物 

を 着て、 きれいな お 母 さまになった ものです から、 よ 

ろ こんで 踊り ま はりました。 男の子 は、 

「父 さまが かへ るまで、 毎晚 貸して 上げる。 そして 父 

さまが かへ つたら、 私が たのんで、 もらって 上げる ご 

と 言 ひました。 お 母 さま は、 



それから、 しばらく 何の 声 もしませんで したが、 こ 

んど は、 赤ん坊に 添へ 乳 をして ゐ たお 母 さまが、 

「ねんく よ、 ねんく よ。 わたしの かはい 紅 宝石 を、 

どうして おいてい かれよう ごと、 謡 ひました。 男の子 

は 聞いて ゐる うちに、 ひとりでに うと/ \ と 眠くな つ 

て、 お 母 さまの 声が だんく に 遠くの 方へ いってし ま 

ふやうな 気がしました。 そして それなり、 お 日 さまが 

出る まで、 ぐっすり 寝て しま ひました。 

男の子 は 朝、 目 を さまして、 ゆうべの 歌の こと を 言 

はう と 思って、 お 母 さま を さがし ますと、 お 母 さま は 

どこに もゐ ません。 男の子 は、 



「それで は、 すゐ れんの 泉へ い つたの だら うご と 思つ 

て、 そちらへ さがしに いきまし たが、 お 母 さま はやつ 

うち 

ぱリ そこに もゐ ませんで した。 それで また 家へ かへ つ 

て 見ます と、 お 母 さまば かりで なく、 小さな 赤ん坊 も 

ゐ なくなって ゐ ました。 男の子 は、 

「これ はきつ と、 悪い どろぼうが、 お 母 さまと 赤ん坊 

を さらって いったのに ちが ひない。 をと、 ひの 晩から 

の 美しい 歌 は、 きっと、 どろぼうが 母 さま を だまして 

つれ 出さう と 思って 謡った の だ ご と 思 ひました。 見 

ると、 お 母 さまに 貸して 上げた、 あの 玉の 飾りの つい 

た、 きら/ \ した 着物 もありません。 



下の 二人の こども は、 母 さまが ゐ ない、 母 さまが ゐ 

ない、 と 言って 泣き出しました。 男の子 は 二人 をな だ 

めて、 森の 中 を さがして ま はり ましたが、 どこまでい 

つて 見ても、 お 母 さま はゐ ませんで した。 二人の 子 ど 

も は 

「母 さまが ゐ ないから こ はい。 母 さまが ゐ ないから こ 

はいご と 言って、 どんなに だましても 聞かないで、 い 

ちんち おん/^ 泣いて こまらせました。 男の子 もし ま 

ひに は、 

「母 さま、 かへ つてよ。 母 さま、 かへ つてよう ご と 言 

ひく 泣きました。 二人の 子ども は、 お腹が すいて た 



まらない ものです から、 よけいに わ あ/ \ 泣きました- 

男の子 は、 そのうちに ふと、 お 父 さまから あれほど 

きびしく とめられて ゐ たこと を 思 ひ 出して、 

「あ、、 しまった こと をした。 父 さまの 言 ふこと を 聞 

かないで、 二階の 部屋の 戸 を あけた ので、 あの 美しい 

玉の 飾りの 着物まで なくなって しまった。 父 さまが か 

へ つたら、 何と 言 はう、 母 さま や、 赤ん坊が ゐ なくな 

つたの も、 きっと 私が 父 さまの 言 つたこと に そむい 

たば ちにちが ひない ご 

かう 思 ふと、 なほ/ \ かなしくな りました。 

間もなく 日が くれて、 美しい 月夜に なりました。 男 



の 子 は 一 一人の 子ども を 寝床へ 寝かせよ うとして ゐ ます 

と、 ふと 入口の 戸が あいて、 お 母 さまが、 ゆうべの 玉 

の 飾りの 着物 を 着て かへ つて 来ました。 下の 二人の 子 

ども は、 大 よろこびで、 お 母 さまに 飛びつ きました。 

「母 さまが ゐ ないから こ はかった ご 

「私 も 怖かった ご と 二人 はか はるん \ 言 ひました。 

お 母 さま は、 

「もう 私が ついて ゐ るから、 何にも こ はい こと は あ 

リ ません。 それよりも、 みんな さぞお 腹が すいた でせ 

う。 さあ これ をお あがりな さいご と 言って、 大空から 

もって 来た、 おいしい 果物 を 分けて やりました。 二人 



の 子供 は うれしがって、 どん/ \ 食べました。 しかし 

一ばん 上の 男の子 は、 それ を 食べようと もしないで、 

「母 さま、 赤ん坊 は どこへ いったの。 母 さま は 私た 

ち をお いていき はしない と 言った のに、 どうして よそ 

へいった の ご と 聞きました。 お 母 さま は、 

「赤ん坊 は 私 の 二人のお 姉 さまの そばで 寝て ゐ ます。 

うち 

私 はこれ からすぐ に またお 家へ かへ つて、 遠くから 見 

てゐて 上げる から、 みんなで おとなし くお ねんね をす 

るの よ。 また あすの 晚も おいしい もの を もって 来て 上 

げ るから ご と 言 ひました。 男の子 は、 

「それで は その 玉の 着物 をぬ いでいつ てね。 父 さまが、 



あのお 部屋 を あけて はいけ ない と 言った のに、 私が 

あけて 出した の だから、 父 さまに しかられる。 父 さま 

がかへ つたら、 私が ねだって、 もらって 上げる ご と 言 

ひました。 お 母 さま は、 

「そんな こと はい、 から、 早く この 果物 をお あがり ご 

と 言 ひました。 男の子 はさう 言 はれた ので 安心して、 

お 母 さまと ならんで、 そのお いしい 果物 を 食べました _ 

かざり 

さう すると、 だん/ \ に 金の 鍵の こと も 玉の 飾の 

着物の こと もみん なわ すれて しま ひました。 そしてお 

母 さまが 美しい 着物 を 着て、 美しい 人に なって ゐ るの 

が、 うれしくて たまりませんでした。 



馬の 蹄が 糸 を 切る。」 

うた 

と 謡 ひました。 

お 母 さま は、 ちゃう ど 一 ばん 下の 子どもが 目 を さま 

したの を 寝かしつ けて ゐ ました。 外の 声が 止む と、 お 

母 さま は、 

「ねんく よ、 ねんねんよ。 この 子 はこよ ひつれ てい 

く。 この 子に こ、 で 泣かれて は、 私 もお 空で 泣く の 

だから ご と、 言 ひ/ \ 涙 を ふきました。 

一ばん 上の 男の子 は、 また ひとりでに 眠くな リ まし 

た。 そして、 

「明日 は 母 さまに さう 言って、 赤ん坊 を つれて かへ つ 



うち 

て もら はう。 さう すれば 母 さま はもう じぶんのお 家へ 

か へらないです むだら うごと、 かう 思 ひ/^ 寝て しま 

ひました。 

あくる 朝 目 を さまして 見ます と、 お 母 さま は、 いつ 

の 間に か、 一ばん 下の 弟と 一し よに、 ゐ なくなって ゐ 

ました。 二ばん 目の 弟 は、 母 さまが ゐな いと 言って わ 

あ/^ 泣きました。 男の子 は、 

「泣かなくて もい、 よ。 母 さま は 夜に なれば また 来て 

下さる から ご と 言って、 なだめました。 しかし 弟 は、 

何と 言っても 泣き止まな いので、 しま ひに は 涙で 目が 

まつ 赤に はれました。 



そのうちに、 日が くれて、 空に は 星が 一 ぱい 出 まし 

た。 すると 間もなく、 入口の 戸が あいて、 お 母 さまが 

か へ つて 来ました。 

二ばん 目の 男の子 は、 走って 来て、 お 母 さまの 手に 

取りつ いて 泣きながら、 

うち 

「二人き りで こ、 にゐ るの はい や。 母 さまのお 家へ つ 

れ てって ご と 言 ひました。 

お 母 さま は 二人に 頰ずリ をして、 また ゆうべの やう 

な、 おいしい 果物 を 分けて 食べさせました。 一ばん 上 

の 男の子 は、 

うち 

「母 さま はとう/^ 一 一人と もお 家へ つれてって しまつ 



馬の 蹄が 糸 を 切る。 

一 一人 は 夜 ど ほし 泣いて ゐるご 

と、 小鳥の やうな 美しい 声で 謡って ゐ ます。 お 母 さま 

は、 二番目の 子が 目 を さました の を 寝かせながら、 

「ねんく よ、 ねんく よ。 この 子が 寝たら つれてい 

く。 あとで この 子に 泣かれて は、 私 もお 空で 泣く の 

だから ご と、 悲し さう に 言 ひました。 

男の子 は その 歌 を 聞きながら、 またす や/^ と 寝入 

つてし まひました。 

朝起きて 見ます と、 窓に はもう 曰かげ がまつ 黄色に 

さして ゐ ました。 そして、 お 母 さま も 弟 もみん なゐな 



くな つて ゐ ました。 

男の子 はいちん ち 一人で 泣きつ > けて、 涙で 目が ま 

つ 赤に はれました。 

やがて 夜に なって、 大空 に 星が か、 V やき はじめた と 

思 ふと、 また 入口の 戸が あいて、 お 母 さまが かへ つて 

来ました。 男の子 はお 母 さまの 手に 取りす がって、 

「母 さま はどうして みんな を つれて つてし まった の。 

父 さまが かへ つたら、 びっくりす るよ。 早く みんな を 

つれて かへ つてね。 ねえ、 母 さま。 父 さまが かはい さ 

うだから ご と、 たのみました。 お 母 さま は、 

あが 

「そんな こと は あとに して、 早く これ をお 上リ なさ 



いご と 言 ひながら、 空から もって 来た 果物 をた くさん 

ならべました。 しかし 男の子 は、 いくらす、 めても 食 

ベませんでした。 お 母 さま は、 

「それで は、 これから 私 と 一 しょに、 お まへの 大好き 

な 赤ん坊と、 あの 二人の 弟た ちのと ころへ いきませ う _ 

さあお 立ちな さいご と 言 ひました。 男の子 は、 

「私 は 一人で こ ゝにゐ る。 父 さま は、 かへ るまで ち 

うち い 

やん とお 家の 番をして お出でと 言った から、 私 は 一 人 

で 番をする の ご と 言 ひました。 

「それで は 私 はもう いきます よ。 父 さま は 明日 かへ 

つて 入らつ しゃる はず だから、 おかへ りに なったら さ 



う 言って 下さい。 母 さま は、 玉の 飾りの 着物 を 見つけ 

ましたから、 もうお 家へ か ヘリ ましたと 言って 下さい 

うち 

母 さま はこれ まで 長い間、 毎日く どんなにお 家へ か 

へりたかった か 知れません、 もう 今晚 きりで 二 どと 

こ、 へ は 来ない から、 よく 母 さまのお 顔 を 見て おおき- 

それから 父 さまが、 なぜ 二階のお 部屋 を あけた とお 聞 

きになったら、 二人の 女の人が、 夢の 中で、 母 さまが 

泣いて ゐて かはい さう だから あけて お上げと 言った か 

ら、 開けた のです とお 言 ひなさい ご 

お 母 さま はかう 言 ひ/ \ さめ，^ と 泣きました。 

うち 

「母 さまのお 家 は どこに あるの？ こ、 からよ つぼ ど 



なって、 向う の 森の 中に、 お 父 さまの かへ つて 来る 姿 

が 見えました。 男の子 は 走って 迎へ にいって、 

「父 さま、 私 はず ゐ ぶん 悪い こと をした の。 女の人 

が 二人、 私が 寝て ゐる うちに 来て、 母 さまが かはい さ 

うだから、 二階のお 部屋 をお あけと 言った から、 金の 

かぎ 

鍵で あけた の。 さう すると 玉の 飾りの 一ば いついた、 

きれいな 着物が あつたから、 母 さまに 見せたら、 母 さ 

まが 貸して くれと 言った。 そして その 晚、 外から たれ 

か、 V 謡 をうた つて 母 さま をよ ぶと、 母 さま は その 着物 

を 着た ま、 い つて しまったの ご 

かう 言って 泣き/^ 話しました。 お 父 さま は それ を 



聞く とびつく りして、 

「ごらんよ、 私の いふ こと を 聞かない から、 お まへ た 

ち はとう/ \ 母 さま をな くして しま つた ぢ やない か。 

しかしもう 侮んでも 仕方がない。 お 部屋 を あけた こと 

は、 ゆるして 上げる から、 これから はけつ して 父 さま 

のい ふこと に そむいて はいけ ない よ。 母 さま は そのう 

ちに は、 お まへ たち を 見たくて かへ つて 来る かも わか 

ら ない。 これから みんなで 赤ん坊の おもり をして、 た 

のしく くらす ことにしよう。」 

かう 言って、 涙 を こぼしました。 

「でも 赤ん坊 は 母 さまが、 あの 玉の 飾りの 着物 を 貸し 



ばへ いって 見ます と、 お 父 さま はまつ 青な 顔 をして 目 

をつ ぶって ゐ ました。 男の子 は、 お 父 さまの 手 を さす 

つて、 

「今日は あんまり 遠くまで 歩いた からよ。 あした は獵 

を 休んで 家に ゐ ませう ねごと 言 ひました。 お 父 さま は 

「あ、、 くちびるが かわく。 冷たい 水 を 飲まして く 

れご と 言 ひました。 男の子 は、 お ほい そぎです ゐ れん 

の 泉へ かけて いきました。 お 父 さま は その 水 を 一と 口 

飲む と、 その ま、 す や/^ と 眠って しま ひました。 男 

の 子 は 夜 ど ほし 起きて、 そばに ついて ゐ ました。 獵人 

は、 とう/ \ 夜明け まへ に 死んで しま ひました。 男の 



子 は、 大声 を 上げて 泣きました。 

夜が 明ける と、 男の子 は 泣きく 木 を 切り 集めて、 

お 父 さまの 死骸 を 焼きました。 男の子 は、 もう、 たつ 

た 一人で この 森に ゐ るの はい やでした。 でも、 どこと 

言って いくと ころもありません。 男の子 は、 森の 草の 

上に 顔 を 伏せて、 せめてもう 一 どお 母 さまに あ ひたい 

と 思 ひながら、 日が くれる まで 泣きつ y けに 泣いて ゐ 

ました。 

やがて、 大空に は 星が か > やき はじめました。 する 

と 蜘蛛の 王 さま は、 お ほい そぎで 下界に と- V く 梯子 を 

つむぎ 出しました。 星の 女 は それにった はって、 泣い 



てゐる 男の子の ところへ 下りて 来ました。 

男の子 は 泣き/^ お 父 さまの なくなつ たこと を 話し 

ました。 お 母 さま も、 さめ，^ と 泣きました。 そして 

しま ひに、 

「もうい、 から、 泣かない でおくれ。 私 は、 お まへ が 

かはい さう だからむ かへ に 来たので す。 さあ これ を 食 

ベて、 一し よに 母 さまのと ころへ いらっしゃ いご 

かう 言 つ て、 空から も つ て 来た 果物 を 食べ させ まし 

た。 男の子 は それ を 食べる と、 一人でに 悲し さ を わす 

れて、 お 母 さまと 一し よに、 空へ 上りました。 

その あくる 日、 二人の 旅人が 森 をと ほり か、 つて、 



うち うち 

獵 人の 家へ はいりました。 すると、 家の 中には 人が 一 

人もゐ ない ものです から、 二人 は 変に 思って、 

うち 

「それで は、 この 家の人が かへ るまで、 二人で こ、 に 

うち 

住んで ゐ ようご と 相談し ました。 しかし、 家の人 は、 

いつまで たっても かへ つて は 来ませんでした。 二人の 

旅人 は、 とう/^ 死ぬ まで、 長い間 そこで くらしまし 

た。 

二人 は その 間、 いつも 月の てる 晚に は、 すゐ れんの 

泉の 中で、 三人の 女と、 四 人の子 どもと が、 楽し さう 

に 水 を 浴びて ゐる声 を 聞きました。 そして 明け方に な 

ると、 かならず 空の 上から、 
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